
Singapore Global Issues Program (SGIP)
「今、神戸大学の学生の皆さんがグローバル社会を理解する上で不可欠なテーマは何か」
世界の中の日本のこれからをシンガポールのグローバルハブから学ぶ

ファシリテーター：三井幹陽 講師

シンガポールグローバルイシュープログラム (SGIP) は、グローバル社会を理解する上で不可欠な
テーマは何か、そしてシンガポールというグローバルハブから知ることでどのような新しい視点が
できるかという点を、シンガポールの事例から学ぶ、海外大学レベルの集中プログラムです。

お問い合わせ
■プログラムについて
国際コミュニケーションセンター・
教授 横川 博一
yokokawa@kobe-u.ac.jp

■個人情報のお取扱いについて
(株)日本旅行神戸支店 担当：森田 歩

ayumi_morita@nta.co.jp

海外在住30年
CLOラボ・シンガポール代表取締役社長
シンガポール国立大学ビジネススクール
特任講師

アジアを代表する企業のイノベーション
アドバイザリーや人材育成を担当

ミツイ ヨシハル

2026年８月上旬スタート

プログラムへの参加申込はこちら
申込期限は5月31日(日) 17:00まで

説明会
右記のイベントの
中でプログラムを
簡単に紹介します

神戸GCPオンラインプログラム

■GCPフェア：４月８日 (水)・９日 (木) 12:20～13:00
会場：鶴甲第１キャンパス B109

■GCP報告会：4月22日 (水)・24日 (金) 15:10～17:00
会場：六甲台第２キャンパス 自然科学系図書館 ４階イノベーションスタジオ

プログラムの詳しい紹介はこちら
概要・参加申込方法・メッセージ動画など

▶プログラムの詳細は裏面および特設ウェブサイト（下記QＲコード）ご参照下さい。

mailto:yokokawa@kobe-u.ac.jp
mailto:ayumi_morita@nta.co.jp


シンガポール グローバルイシュー プログラムとは

Theme ➊ AI時代の到来 ～世界はどこまで進み、日本はどこにいるのか～

現在、人⼯知能（AI）は社会のあらゆる分野に広がり、その能⼒も急速に進化しています。AI はすで に仕事の進め⽅、産業の構造、
企業の競争⼒、そして国家のあり⽅そのものに影響を与え始めています。世界に⽬を向けると、AI が日常⽣活や産業に深く組み込ま
れている国もあれば、導⼊がまだ限定的な国もあります。この違いはなぜ⽣まれるのでしょうか。どの国や企業が最前線に立ち、
何を実現しようとしているのでしょうか。このテーマでは世界の最前線で起きている変化を理解しながら、AI 時代において社会が
どのように変わり、日本がどの位置にいるのかを⾒つめます。

15名様以上（お一人様） 20名様以上（お一人様）

79,000円 60,000円

■プログラム費用

このプログラムはZOOMを活用したオンライン研修プログラムです

事前学修（全２コマ）で，
メインプログラムが始まる前に，シン
ガポールという国を理解し、グロー
バルイシューに関するワークショップ
を行います。本プログラムの修了要
件となって いる小レポート等につ
いても説明します。

メインプログラムは，上記テーマ
➊～➍を全８コマで集中学修！

海外大学同様、ケースディス
カッションなどインタラクティブに
実施し、ゲストスピーカーによる
トーク，現地大学生との交流と
ディスカッションも行います。

最後に、各自が選択したテーマに
ついて、事前学修およびメインプロ
グラムを通した学びをレポートに
まとめ、発表します。

「今、神戸大学の学⽣の皆さんがグローバル社会を理解する上で不可欠なテーマは何か」
現在、世界では AI の急速な進化、エネルギーと環境をめぐる制約、社会の分断と共⽣の課題、そして

人材のあり⽅など、これからの社会を大きく左右する変化が同時に進行しています。これらは日本国内の
視点だけでは捉えきれない側⾯を持っており、海外、とりわけ世界中の企業・人材・技術が集まるシン
ガポールから⾒つめることで、より立体的に理解することが可能になります。 こうした考えに基づき、
学⽣の皆さんが「世界の中の日本」、そして「これからの⾃分⾃⾝の立ち位置」を考えることができる
よう、メインプログラムでは，以下の 4 つのテーマを設定しました。

AI やデジタル技術の進化は、社会に大きな可能性をもたらす一⽅で、膨大な電⼒や資源を必要としています。世界各地では、データ
センターの建設やエネルギー確保が重要な課題となり、環境との関係が改めて問われています。同時に、持続可能な社会をどのように
実現していくのかは、世界共通の課題です。技術の発展と環境のバランスをどのよ うに取るのか。各国はどのような選択をしている
のか。このテーマでは、世界の現状を理解しながら、これからの社会に おけるエネルギーと環境のあり⽅を考えます。

現代社会では、所得格差、世代間の違い、⽂化や価値観の違いなど、さまざまな社会課題が存在しています。テクノロジーの進化は
新しい可能性を⽣み出す一⽅で、新たな分断も⽣み出しています。世界の多くの国では、多様な 背景を持つ人々が共に⽣きる社会を
どのように築くのかが重要なテーマとなっています。このテーマでは、世界の事例を 通じて、社会の課題とその向き合い⽅を理解し、
これからの社会のあり⽅を⾒つめます。

世界にはさまざまな価値観を持つ人々がいます。異なる教育、異なる⽂化、異なる考え⽅の中で、人々はそれぞれの未来を描いています。
海外の学⽣との対話を通じて、日本がどのように⾒られているのかを知ることは、⾃分⾃⾝を⾒つめ直す機会になります。このテーマで
は、世界の視点から日本を⾒つめ、これからの時代の中で⾃分⾃⾝がどのように⽣きていくのかを考えます。

事前学修
（8月1日(土)午前）

学外学修
（8月24日(月)午後、26日(水)午後、
28日(金)午前、31日(月)午後）

事後学修
（9月7日(月)午後）

事前学修では，プログラムオリエンテーションおよびワークショップを通して，シンガポールとグローバルイシュー
について学びます。事後学修では学びの成果を発表します。以下，メインプログラムの概要をご紹介します。

Theme ➋ エネルギー・環境・サスティナビリティー ～テクノロジー時代の発展と持続可能性～

Theme ➌ 社会課題と共⽣社会の ～多様な社会の中で共に⽣きるとは何か～

Theme ➍ 日本から見る世界，世界から見る日本 ～世界の中で，自分の未来を考える～

〈読んで、聞いて、話す。シンガポールと、リアルタイムで〉授業は，[I]ケースディカッション，[II] ゲストスピーカーセッション，
[III] 現地大学⽣とのオンライン交流・ディスカッションの形態で，日本語・英語で行います。


